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神奈川県立総合教育センター研究集録 27:13～16.2008 

    

 教育用理科コンテンツ活用に関する研究 
－ ICT を効果的に活用するための工夫 － 

    

柴田 功１    濵田 伸子１ 

平成18年の「IT新改革戦略」（高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部）では、平成22年度までに全て

の教員がICTを活用して指導できることを目標に掲げているが、文部科学省の調査では、目標を大きく下回る結

果になることが報告されている。また、国際教育到達度評価学会(IEA)の「国際数学・理科教育動向調査」等か

ら、子どもたちの「科学技術離れ」、「理科離れ」が指摘されている。本研究では教員のICT活用指導力の向上

と「科学技術・理科大好き」な子どもを育てることを目的として、小・中・高等学校においてICTを活用した理

科の授業を実践し、ICT活用のノウハウの蓄積、整理及びその成果の普及を図った。 

 

はじめに 

    

 総合教育センターでは、平成 16 年度から平成 18 年

度にかけて、独立行政法人科学技術振興機構(JST)との

共同研究として「教育用コンテンツ配信システムに関

する研究」を行い、平成 19 年度は横浜国立大学連携研

究として「教育理科コンテンツ活用に関する研究」を

行った。その４年間に小・中・高等学校で計 31 回、I

CT を活用した理科の検証授業を行い、その成果をガイ

ドブックと Web ページにまとめた。 

    

研究の目的 

    

 本研究は、教員の ICT 活用指導力の向上と、「科学

技術・理科大好き」な子どもを育てることを目的とし

ている。そのため、小・中・高等学校において ICT を

活用した理科の授業を実践し、その成果を基に授業に

おける ICT 活用のノウハウを蓄積、整理し、ガイドブ

ックと Web ページにまとめ、研究成果の普及を図った。 

目的の達成に向けて平成 16年度から平成 19年度の

４年間にわたって、次の(1)～(6)の手順で進めた。 

 

(1) 学習指導案を作成し、教育用理科コンテンツの中

から学習のねらいに合ったデジタル教材を選択、作

成した。  

(2) 実験・観察等の体験的な学習活動とデジタル教材

の活用を融合させた授業を実施した。  

(3) 授業後、児童・生徒を対象にアンケートを実施し、

調査研究協力員会で授業分析を行い成果と課題を

整理した。  

(4) 次の授業実践に向けて、ICT の効果的な活用方法

の改善を図った。  

(5) 研究の成果を Web ページやガイドブックにまとめ

た。 

(6) 研究成果を基にし、教員研修を実施した。 

                         

 

研究の内容 

 

 本研究の背景には、二つの施策がある。一つは、「I

T 新改革戦略」等を通じて、学校に PC や校内 LAN、イ

ンターネット接続等の整備が進められ、「児童・生徒

の情報活用能力の育成」、「ICT を活用してわかる授

業の実現」等を目指していること。もう一つは、子ど

もたちの「科学技術離れ」、「理科離れ」が指摘され

ている状況に対処するため、文部科学省が平成 14 年度

より「科学技術・理科大好きプラン」を進めているこ

とである。「IT 新改革戦略」等と「科学技術・理科大

好きプラン」の重なる部分で「理科ねっとわーく」等

の「教育用理科コンテンツ」が開発され、その活用が

進められている。 

 本研究では、小・中・高等学校における検証授業を

基に、ICT 活用を 5W1H（誰が、いつ、どこで、何を、

なぜ、どのように ICT を活用したか）で整理した。（第

１表） 

第１表 ICT 活用における 5W1H 

 

Why  なぜ使ったか     ICT 活用の目的と利点 

What 何を見せたか     ICT 活用で見せたもの 

Where どこで使ったか    ICT を活用した場所 

When いつ使ったか     ICT を活用した場面 

Who  誰が使ったか     ICT を活用した人  

How  どのように使ったか ICT 機器の活用の工夫 

 ICT 活用を 5W1H で整理することで、教員が ICT 活用

の目的、場所、場面等の選択肢を多く持つことできる

と考えた。（第１図）ICT 活用の経験が少ない教員にと

っては、その選択肢の中から実施可能なものを選び、 

ICT 活用の経験が豊富な教員にとっては活用の幅を広

げるヒントになると思われる。次に、ICT 活用の 5W1H

のそれぞれの要素について説明する。

1 カリキュラム支援課 研修指導主事 
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第１図 ICT 活用の 5W1H の選択肢 

 

１ 【Why】ICT 活用の目的と利点 

(1) ICT 活用の目的 

 教員が授業において ICT を活用することは、児童・

生徒に対して働きかける何かしらの目的がある。教育

情報ナショナルセンター（NICER）の「IT 授業実践ナ

ビ」（http://www.nicer.go.jp/itnavi/）では、ICT

活用の目的を 11 種類に分類している。本研究の検証授

業の ICT 活用例のいくつかをその目的に当てはめると

第２表のようになった。 

第２表 ICT 活用の目的とその実践例 

ICT 活用の目的 検証授業における ICT 活用例 

1 課題の提示 

最新のニュース映像や身近な現象

等を提示し、児童・生徒に課題を発

見させたり、課題意識を持たせたり

した。 

2 動機付け 

児童・生徒が興味を持つ画像や、学

習意欲が湧くような説明資料で動

機付けとして ICT を使った。 

3 
教員の 

説明資料 

黒板で説明する代わりに、児童・生

徒に配付した資料と同じ資料を拡

大提示して説明した。  

4 
学習者の 

説明資料 

児童・生徒が作成した発表資料を提

示し、ICT を活用して発表させた。

5 
繰り返し 

による定着 

動画やアニメーション、音声等を繰

り返し再生し、そのイメージを定着

させた。 

6 モデルの提示 

分子モデル、天体の運動、地球内部

の運動等、実際に見せることが難し

いものをデジタル教材で提示した。

7 失敗例の提示

実際に見せることが危険な実験の

失敗例や、コストや時間がかかる失

敗例を、デジタル教材で提示した。

8 体験の想起 

月の運動や季節の変化、地震等、す

べての児童・生徒に共通した体験を

映像で提示し、思い出させた。 

9 比較 
実物では比較が難しい場合等、実物

とデジタル教材を比較した。 

10 振り返り 
前時の授業を撮影した動画を使っ

て学習内容を振り返った。 

11 体験の代行 
宇宙空間や分子間等、実際には体験

できないことを映像で体験させた。

 

本研究の検証授業では、１回の ICT 活用が複数の目

的をもつ場合もあったが、ICT 活用の目的はこの 11 分

類に整理することができた。ICT を活用する際はどれ

を目的としているのかを意識することが大切である。

一方、これらの目的は ICT を活用しなくても達成を試

みることができた。ICT を活用する、しないを学習内

容や児童・生徒の状況に応じて選択することが重要で

あった。 

(2) ICT 活用の利点 

 ICT 活用の目的とは別に ICT 活用には児童・生徒と

教員の双方にとっての利点があった。 

児童・生徒にとっての ICT 活用の利点は、教科書等

の小さな図をプロジェクタで拡大して見たり、動画を

繰り返し見たりすることができることが挙げられた。

大きな画像の提示により、クラス全員の顔が上がり、

教員との活発な意見交換がなされた場面が多くあった。

また、動画の一時停止や繰り返し再生で、児童・生徒

に考える時間を設けたり、イメージの定着を図ったり

することができた。また、児童・生徒が ICT を活用し

て、調べて、まとめて、発表する授業では、情報活用

の実践力が高まる等の利点があった。 

教員にとっては、ICT の活用により教材作成の時間

が短くなる、豊富な情報源の活用ができる、教材を共

有・再利用しやすい、低コストで教材を作成できる等

の利点があった。 

 

２ 【What】ICT を活用して見せるもの  

児童・生徒に ICT を活用して見せるものは大きく二

つに分類することができた。一つは、ビデオカメラや

実物投影機、プロジェクタ等を活用して実験の様子を

拡大して見せる等「実物の拡大」を提示する方法、も

う一つは動画や静止画、音声等を組み合わせた「デジ

タル教材」を提示する方法であった。 

実験や標本等、実物の提示が可能な場合は、デジタ

ル教材の提示よりも優先し、その実物が小さい場合は

ICT を活用し、拡大して提示した。教員が教卓で実験
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を行う場合はデジタルカメラとプロジェクタを活用し、

児童・生徒全員に実験の様子を見せることができた。 

 次に、ICT を活用しないと見せることができない（ま

たは、見えにくい、見えない）場合とはどんな場面で

あるのか、実践例を基にまとめた。例えば、天体、気

象、大地の変化のスケールの大きなもの、または細胞、

微生物、試験管の内部等の小さなもの、危険な実験や

高価な薬品を使った実験、メスシリンダーの読み方等、

同じアングルで観察したい場合等が ICT の効果的な活

用場面であった。それらの例を整理すると第２図のよ

うになった。実物を何かしらの理由で児童・生徒に見

せることができない場合や、見せることが難しい場合

は、実物を拡大して提示するか、デジタル教材で提示

する方法が ICT の効果的な活用であったといえる。 

 

 
第２図 ICT でしかできないことの整理 

 

３ 【Where】ICT を活用する場所  

 検証授業において ICT を活用する場所は、普通教室、

PC 教室、実験室、特別教室、図書室、屋外と様々であ

った。教員だけが ICT を活用するならば、PC 教室より

も普通教室の方が授業を進めやすい場合が多かった。

検証授業を行う教室に ICT 活用の環境が整っていない

場合は、使用する ICT 機器を最小限にしたり、運搬に

カゴやワゴンを使ったりする等、様々な工夫が見られ

た。また、教室にノート PC をグループで 1 台活用でき

るように設置した学校もあった。 

 

４ 【When】ICT を活用する場面 

検証授業では「導入」「展開」「まとめ」のいずれ

の場面でも ICT を活用する事例があった。ICT を使っ

たからといって、ICT を使わない授業の時と流れを変

える必要はなく、例えば、50 分授業の中で、５分程度

ICT を活用する等、ポイントを絞った活用が効果的で

あった。「導入」「展開」「まとめ」のそれぞれの場

面で ICT を活用した事例を紹介する。 

(1) 「導入」での活用例 

身近な映像で今まで経験した「体験の想起」を図り、

興味・関心を高めた。映像から「課題の提示」をし、

「動機付け」を行った。実験の手順を動画で説明し、

「失敗例」を提示した。映像で前回の授業の「振り返

り」を行った 。 

(2) 「展開」での ICT 活用例 

「モデルの提示」による「比較」やシミュレーショ

ンで「体験の代行」をさせた。また、動画を途中で止

めて考えさせたり、実験結果を PC で整理したりした。 

(3) 「まとめ」での ICT 活用例 

動画コンテンツで発展的な内容につなげた。撮影し

た画像から新たな課題を発見させた。ICT を活用して

児童・生徒に発表させた。学習のまとめをスライドで

提示した。 

 

５ 【Who】ICT を活用する人 

 授業において教員が ICT を活用する場合と、児童・

生徒が ICT を活用する場合があった。 

 教員が ICT を活用する場合は「わかる授業」の実現

が目的となり、児童・生徒が ICT を活用する場合はそ

れに「情報活用能力の育成」の視点が加わった。その

際は情報活用の実践力だけでなく情報の科学的な理解

や情報社会に参画する態度の育成も合わせて行う必要

があった。 

  

６ 【How】ICT 機器活用の工夫 

 授業において ICT を活用するには、デジタル教材の

検索、作成、授業を行う場所の決定、必要な ICT 機器

の選択、運搬、セッティング、デジタル教材の投影等、

様々な場面で工夫が必要であった。 

(1) デジタル教材を

探す・作る 

 デジタル教材を作

成する際、その目的に

沿ったデジタル教材

が既にインターネッ

ト等で提供されてい

る場合が多くあった。 

教材を作成する前

には目的に合った教

材が既に提供されて

いないか、十分に検索

し、無駄な作業を行わ

ないようにする必要

があった。 

(2) 必要な ICT 機器を

選ぶ・運ぶ       第３図 工夫の場面  

 ICT 活用では必ずしも PC を使う必要はなく、プロジ

ェクタとデジタルカメラ等の組み合わせでデジタル教

材を提示することができた。また、提示する教材に合

わせて最小限の ICT 機器を選択し、運搬の負担を減ら

すことができた。 
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(3) デジタル教材を提示する 

スクリーンを使わずに黒板や模造紙等を活用してデ

ジタル教材を提示することができた。黒板に書くスピ

ードが児童・生徒に合っていることや、黒板に書いた

文字がいつまでも残せること等、黒板の良さを生かし、

黒板とデジタル教材の併用が効果的であった。  

  
 写真 黒板や模造紙に投影したデジタル教材 

 

７ ICT 活用の目的と場面の整理 

本研究の小・中・高等学校の検証授業における ICT

を活用した例を「活用場面」と「目的」を第３表のよ

うに整理した。ICT 活用の目的とその活用場面を明確

にし、ポイントを絞った効果的な活用を行うことがで

きた。 

第３表 ICT 活用の目的と場面の例

 
 

研究のまとめ 

 

以上のように、理科の授業における ICT 活用のノウ

ハウを、実践に基づいて 5W1H に整理することができ

た。また、ICT 活用の 5W1H それぞれの選択肢を多く

持つことで ICT 活用の幅を広げ、学習内容に合わせた

適切な選択ができることが明らかになった。 

本研究の成果の詳細は冊子の「授業における ICT 活

用ガイドブック」と Web ページ「授業における ICT 活

用ガイド」http://www.edu-ctr.pref.kanagawa.jp/r

ika/にまとめた。（第５図） 

ガイドブックは ICT 活用の工夫を 5W1H で整理し、

ICT 活用を「知る」「実践する」「深める」というス

テップでまとめた。Web ページは検証授業の学習指導

案及び ICT を活用した授業の一部を動画ファイルで

ダウンロードすることができ、ガイドブックと Web ペ

ージを組み合わせ、校内研修等で活用することができ

る内容になっている。 

  
第５図 Web ページ「授業における ICT 活用ガイド」 

 

おわりに 

 

 研究成果によるガイドブックが多くの教員の ICT

活用のヒントになることを期待している。最後に、本

研究を進めるに当たり、多大な御協力をいただいた助

言者と調査研究協力員の方々に深く感謝を申し上げる。 
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横須賀市教育研究所     白井 宏一 

相模原市立総合学習センター 霧生 貴紀 
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横浜国立大学        大島  聡 
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